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Sapporo Regional Headquarters第１回 平成２８年８⽉北海道⼤⾬激甚災害を踏まえた

水防災対策検討委員会

年 ⼼平成２８年８⽉を中⼼とした
⼤⾬について⼤⾬について

〜相次いだ台風と前線停滞〜

平成２８年１０⽉２８⽇
札幌管区気象台
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北海道に接近・通過した台風（平成28年8月）

台風第7号 18日03時
温帯低気圧に変わる

台風第9号 23日12時
温帯低気圧に変わる

台風第5号 10日03時
温帯低気圧に変わる

幾寅地域気象観測所の累計雨量
（上川 南富良野町）（ ）

台風第11号 22日03時
温帯低気圧に変わる

台風第6号 15日09時
温帯低気圧に変わる
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台風第10号 31日0時
温帯低気圧に変わる
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ぬかびら源泉郷

（十勝、上士幌町）

宇登呂

（ｵﾎｰﾂｸ、斜里町）

7月25日～9月10日の日降水量7月25日～9月10日の日降水量

台風第10号 台風第6号台風第5号台風第9号 台風第11号台風第7号
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成 年 北海道 降水 状況 降水 （多 から） 極値を

平成28年８月の北海道の降⽔の状況

平成28年８⽉の北海道の降水の状況
道内アメダス225地点中、““8989地点地点””で、
⽉⽉の降水量のの降水量の極値極値 （１位）更新（１位）更新し

⽉降水量（多いほうから）の極値を
更新した地点（上位２０地点）

⽉⽉の降水量のの降水量の極値極値 （１位）更新（１位）更新し、
道東の太平洋側の広い地域で平年の
２〜４倍 となる500ミリを超える降⽔量
となった。

道東の太平洋側では、これまでの極値を⼤幅に極値を⼤幅に
超えた観測所超えた観測所が多数あった。

1 ぬかびら源泉郷
　　　　　　げんせんきょう

(十勝) 978.0 mm 575.0 mm (1981年 8月) 403.0 mm (170%) 197.9mm (494%)

2 糸櫛別
いとくしべつ

(根室) 819.0 mm ) 477.0 mm (1994年 9月) 342.0 mm (172%) 169.5mm (483%)

3 宇登
うとろ

(オホーツク) 800 5 mm 507 0 mm (1981年 8月) 293 5 mm (158%) 119 3mm (671%)

２位
１位と２位の差

（比）
１位（2016年8月） ８月の平年値（比）

3 宇登呂 (オホ ツク) 800.5 mm 507.0 mm (1981年 8月) 293.5 mm (158%) 119.3mm (671%)

4 羅臼
らうす

(根室) 791.0 mm 392.5 mm (2012年11月) 398.5 mm (202%) ---- (---%)

5 上標津
かみしべつ

(根室) 719.5 mm 278.0 mm (2009年 7月) 441.5 mm (259%) ---- (---%)

6 三股
みつまた

(十勝) 714.0 mm 354.5 mm (2011年 9月) 359.5 mm (202%) ---- (---%)

7 根室中標津
ねむろなかしべつ

(根室) 700.0 mm 344.0 mm (2009年 7月) 356.0 mm (203%) 136.2mm (514%)

あかんこはん
8 阿寒湖畔

あかんこはん
(釧路) 694.5 mm 451.0 mm (1981年 8月) 243.5 mm (154%) 152.2mm (456%)

9 中標津
なかしべつ

(根室) 666.0 mm 345.0 mm (1994年 9月) 321.0 mm (193%) 147.8mm (451%)

10 中杵臼
なかきねうす

(日高) 646.5 mm 590.0 mm (1981年 7月) 56.5 mm (110%) 246.1mm (263%)

11 標津
しべつ

(根室) 631.0 mm 359.0 mm (1992年 9月) 272.0 mm (176%) 137.8mm (458%)

12 白金
しろがね

(上川) 629.0 mm 421.5 mm (2011年 9月) 207.5 mm (149%) 179.7mm (350%)

13 幾寅
いくとら

(上川) 625.5 mm ) 343.0 mm (2001年 9月) 282.5 mm (182%) 161.7mm (387%)

14 新得
しんとく

(十勝) 613.5 mm 455.0 mm (1981年 8月) 158.5 mm (135%) 196.7mm (312%)

15 上札内
かみさつない

(十勝) 601.5 mm 594.0 mm (1981年 8月) 7.5 mm (101%) 188.9mm (318%)

16 鶴居
つるい

(釧路) 595.0 mm 360.0 mm (1998年 8月) 235.0 mm (165%) 129.0mm (461%)

17 標茶
しべちゃ

(釧路) 591.0 mm 371.0 mm (1992年 9月) 220.0 mm (159%) 136.7mm (432%)

（mm）

）：観測値は欠測あり。

17 標茶 (釧路) 591.0 mm 371.0 mm (1992年 9月) 220.0 mm (159%) 136.7mm (432%)

18 中徹別
なかてしべつ

(釧路) 578.5 mm 345.0 mm (2000年 4月) 233.5 mm (168%) 167.3mm (346%)

19 別海
べつかい

(根室) 550.5 mm 408.0 mm (1992年 9月) 142.5 mm (135%) 141.5mm (389%)

20 置戸常元
おけとつねもと

(オホーツク) 550.0 mm 267.0 mm (2006年 8月) 283.0 mm (206%) ---- (---%)
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アメダスによる北海道内における⾬量分布

昭和56年8月と平成28年8月の北海道内の⾬量分布

アメダスによる北海道内における⾬量分布

昭和56年8月（「56⽔害」） 平成28年8月

(mm) (mm)

石狩・空知・胆振・日高地方を中心に500ミリ以上 ⼗勝・釧路・根室・網⾛・日高地方を中心に500ﾐﾘ以上

(mm) (mm)

石狩 空知 胆振 日高地方を中心に500ミリ以上 ⼗勝 釧路 根室 網⾛ 日高地方を中心に500ﾐﾘ以上
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北海道内の月降⽔量の経年変化（8月）

1981年（昭和56年）以来の記録的な降⽔量1981年（昭和56年）以来の記録的な降⽔量
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解析⾬量による降⽔分布の特徴（8月29日〜31日）

レ ダ メダ 解析⾬量分布図レーダー・アメダス解析⾬量分布図
（平成28年8月29日0時〜8月31日24時） 大⾬の要因

千島の東の高気圧の縁辺をまわる千島の東の高気圧の縁辺をまわる
暖かく湿った東風が⻑時間にわたり
流⼊したこと、及び台風第10号に
よる影響よる影響。

解析⾬量による降⽔分布の特徴
解析⾬量では日高山脈沿いの広
い範囲を中心に 300ミリを超えるい範囲を中心に、300ミリを超える
⾬量分布となった。
特に上川南部から⼗勝中部にか
け 400ミリ 450ミリを超えるけて、400ミリ〜450ミリを超える
⾬量分布となった。

＜新得＞ 2016年8月27日00時 2016年8月31日24時 238 0ミリ （アメダスによる実測⾬量）＜新得＞ 2016年8月27日00時〜2016年8月31日24時 238.0ミリ （アメダスによる実測⾬量）

1
時

積
算
⾬間

⾬
量

⾬
量
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平成28年8月の台風の北上と大⾬の原因

１．台風の北上の原因
（1）太平洋高気圧が北偏し、日本

付近への張り出しが例年に比
べて弱かった

（2）上空の偏⻄風が蛇⾏していた

２．大⾬の原因
（1）北海道付近での前線の停滞
（ ）本州付近 台風 暖 く湿（2）本州付近の台風から暖かく湿っ

た空気が北海道付近に⼊りや
すい気圧配置が持続

（3）停滞していた前線の活動の活（3）停滞していた前線の活動の活
発化と台風本体の北上

このため 次々と断続的に激しい⾬が降このため、次々と断続的に激しい⾬が降
り、それぞれの事例で⻑⾬が続き、総降
⽔量が多くなった
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多⾬となった背景
〜太平洋高気圧は日本付近への張り出しが弱く、台風が北上しやすい状況〜太平洋高気圧は日本付近への張り出しが弱く、台風が北上しやすい状況
記録的な大⾬となった要因の1つとして、平成28年8月は太平洋高気圧の日本付近への張り出しが弱かった
ことが挙げられる。
本年と平年の8月の天気図の差において、カムチャツカ半島から千島の東にかけて気圧が高かった。

（暖色は平年より気圧が高いことを示す）
一方、日本付近は気圧が低かった。（寒色は平年より気圧が低いことを示す）
つまり、平成28年8月は太平洋高気圧が日本のはるか東で強かったものの、日本付近への張り出しは弱かっ
たと言えるたと言える。
このため、太平洋高気圧の縁に沿って台風が北海道へと北上しやすい状況であり、南から暖かく湿った空気が
北海道に⼊り やすかったため、前線の活動も活発となった。

平成28年8月の地上天気図 本年と平年の8月の地上天気図における気圧の差本年と平年の8月の地上天気図における気圧の差

高 (hPa)

平年の8月の地上天気図

低

平年の8月の地上天気図

高高
低


